
参考様式第１及び参考様式第２の別添３

（前回提出：平成25年8月20日）

◆ C 5 - 1 - 1

公共嘱託登記事業（平成25年度）

【廃止理由】

【当面の事業概要】

＜平成２５年度＞

委託料

事業費合計

【事業費算出の基礎】

別紙資料のとおり

【参考】

※

内　　訳

平成25年度事業費

平成25年度事業費
（事業廃止による皆減）

回答日

H25.9.5

0千円

区　　分

提 出 済 額

今 回 提 出 額

合 計

▲17,505千円

（前回提出額）

漁業集落復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

▲17,505千円

この様式は、原則として、参考様式第１の別添２に記載した細要素事業名ごとに作成し、概要を
示す図面を添付してください。

事業名 （4）漁業集落再編コーディネート事業

事業概要

 本事業は、復興事業に伴う不動産登記業務について、公共嘱託協会又は司法書士へ委託

するものである。

　震災からの復興を目的として実施される漁業集落防災機能強化事業などにより、取得し

た用地の不動産登記を行う必要があり、その件数は膨大なものとなることが想定されてい

る。

　不動産登記には専門的な知識を要することから、各種事業の促進を図るため、公共嘱託

協会又は司法書士へ当該業務を委託するものである。

0千円

0千円

17,505千円

17,505千円

今回提出額 増　減

事業費

17,505千円

　漁業集落防災機能強化事業における公共嘱託登記事業については、件数が少なかったこ

とに加え、町が雇用していた司法書士が当該業務を行ったことにより実績が無かったた

め。

▲17,505千円



参考様式第１及び参考様式第２の別添３

(新規事業)

◆ C 5 - 2 - 2

オランダ島を活用した漁業体験等調査事業

【当面の事業概要】
＜平成３０年度＞ 調査費 （今回申請額）

事業費合計

※関連する基幹事業 Ｃ-5-1・3大浦地区漁業集落防災機能強化事業
Ｃ-5-2・4大沢地区漁業集落防災機能強化事業

※

22,000千円
22,000千円

この様式は、原則として、参考様式第１の別添２に記載した細要素事業名ごとに作成し、概要を
示す図面を添付してください。

22,000千円全体事業費

漁業集落復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号 事業名 （19）地域資源利活用促進支援事業（調査費）

事業概要

１．事業概要
　東日本大震災で甚大な被害を受けた大沢地区や大浦地区では、円滑かつ迅速な復興を図
るため、漁業集落防災機能強化事業を導入し、高台住宅団地や高台道路、防災公園、防火
水槽などの整備を進め、平成30年度で低地部以外はおおむね完了する予定となっている。
同地区の生活基盤となるハード整備はおおむね完了したところであるが、漁業集落の再
生・復興には、ソフト面の生業たる漁業の再生・復興が重要である。このため、漁業の生
産基盤となる養殖施設や作業場などの復旧に併せて、漁業を活性化させ、さらに後代に引
き継いでいくため、漁業者が自ら行う地域資源を活用した漁業体験やブルー・ツーリズム
（漁村滞在型余暇活動）等の取り組みを推進することが必要不可欠である。
　本事業は、漁業集落の子供達に対し、地域資源たる海、漁業への理解を促進させ、漁業
担い手育成の一助とするとともに、漁業所得の向上に向け、生産者と域外の消費者との交
流の促進を図るため、漁業者が漁業体験やブルー・ツーリズム等の活動の拠点として活用
しているオランダ島について、被災した桟橋や歩道、避難路の改修、法面の補修等を行う
ための調査設計を実施するものである。

２．事業の必要性
　三陸復興国立公園のほぼ中央に位置する山田湾は、内湾型の天然の良港であり、波穏や
かな湾内には、ぎっしりと養殖いかだが並び、カキやホタテなどの養殖が営まれている。
湾の中央には江戸時代にオランダ船ブレスケンス号が入港したことに由来するオランダ島
（正式名称・大島）が浮かび、松の緑と青い海が織りなす風光明媚な内湾は多くの人に恵
みをもたらしてきた。この豊かな海を活用し、平成17年３月には漁師自ら自然と漁業の営
みを紹介する「マリン・ツーリズム山田」が組織され、湾内の養殖筏見学やオランダ島で
の養殖作業、磯場観察などの漁業体験をはじめ、漁船で湾内外巡る海岸美探勝など多彩な
メニューを提供してきたところである。震災で活動は一時休止となったが、震災から４年
半後には一部で活動を再開し、巡航コースの充実を図りながら活動を行っているほか、漁
業後継者対策の一環として町内小学生を対象にした漁業体験授業を受け入れるなど、活動
の幅を広げている。しかしながら、活動の拠点となるオランダ島の桟橋や歩道などは損傷
し、地盤沈下により満潮時には冠水するなど、活動内容が制限されている。また、島の頂
上に通じる避難路は、地盤沈下により登り口が浸食されていることから、緊急時に備え仮
設の梯子で補っている状況である。このことから、早期にこれら施設の整備を行い、漁業
集落の賑わい創出、生業の再生を促進するものである。延いては漁村地域の人々との交流
を楽しむ滞在型旅行「渚泊」の促進につながるものであり、漁業集落をはじめ本町の観光
客増加と地域活性化が期待できる。


